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１　 経営戦略改定の趣旨

鬼北 ａｌＪ水 ｔ事 業ｇ 営戦略

鬼牝牡では、 水道サービスのを倶に必要な施設等のき朽化に伴う更新投資の増大、人口減

少に伴う 料ｊｋ収入の減少等により 、年々経営環境の厳し さが増しています。こ のよ うな 中、

平成２８年１ １ｊ に『鬼北回』’水道事業経営戦略』 を策定し、水道事業が将来にわたって住民生き

に必要な水道サー ビスの提供を安定的に継続するための取 り組みを実施 してきま した。

具体的に は、 簡易水道事業の事業統合に よる経営‾χｋ盤の強化、 遠方ｔ視ａ備の更丿新による

施Ｒ維持管ＪＩの効率化。 更新設備のスペッ クダ ウンによ る投資の合ＪＩ化等に よる経営９を化

へ自］けた取り組みが挙げられます。

一方、Ｊ享生労働省は。人 口減少に伴う 水需要の減少、水道施設のき朽化、 深刻化す る人材

ぶ万ｌｌ等の水道が直面するａＳに夕ｔ応し、水道の ‾ＭＪ亂強化を図 るこ とを 目的 として平成３０年 １２

Ｊｊ に水道法の一部改ｉＥを行っています。

前回の経售戦Ｓ策定から５年が経ａしており 、水ｍまのほ工を踏まえた経営戦９の見ぽしを

行い、‾ｔなる水道ＪＩＳのＳ化を目指して 『ｒ鬼ｔＦ水道事業経営戦略』 を改定するものです。

２　経営戦略の基本的な考え方

経営戦略の計画期間は、中長期的な視点から令和４年度（２０２２年度）から令和１３年度（２０３１

年度）の １０年間 としています。な お、 令和２年度におけ る行政［‾瓦域内人口 の実績が、平成２８

年３１に策定している 『鬼北ぢ 人口 ビジ ョン ・総合戦略』 の目 標値を下回っています。その

ため、行歌区域肖丿人ロの目黙値を下力修ｍして給水人口を算ｍし、給水ｔの予覿を乳直すこ

とで料金収入への影響を反映しています。

財政計画における投資計画は、 中期行ヌオ皎計画事業調書にまづいた事業計ぼと し、 その財

源と して夕行金（補助金） や地方ぬ営を業繰莖金 （総務省）を垢篦する こと で、 を業債発行

額の抑鸚にれり祖んでいます。 また、３～５年毎に財政贖舊と実績との乖離‾乱びその原因を分

析し、その結タこを経営戦略の改定に反映させる 『Ｐ ＤＣ Ａサイク ルＪ を確立します。

一　～

Ｐｌａｎ （計Ｓ策定）

中長期計画

Ａｃｔｉｏｎ （見直し）

改善策の検笏

鬼北Ｅｌｌ：Ｉ水道事業

経営 戦略

Ｃｈｅｃｋ（評価）

事業内容の分析・ 評価

１

Ｄｏ （実施）

計ｍ実施 ・進捗管理



３　現状と課題

鬼北 ｍＪ 水道 事業 経営 戦略

（１ ）水需Ｓの見通し

①給水人口と有れ水ｔの推移

平成２９年度には、下鍵口」簡易水道事業と の‾莓業統合によ り、 一時的に給水人口八び有效

水ｔは増加しましたが、その後は減少傾ｉｌ］に転じています。なお、 平成２７年度における鬼

北ぢの高齢化率（６５歳以上人 口／鬼牝牡総人口）は、愛媛県の高齢化率３２． ４％ を大きく 加え

る４５． １％ となっています。 そのため、今後も争子高齢化の進展によ り給水人口は年々減曵

し、 それに伴って有效水ｔも減少していく予測結果と なっています。

ヅ【給水人口と有収水・の実績ａび予測】
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②給水れａの推移

有欸水量の減争に より 給水収益も減収傾向で推移 しており 、下鴒ぬ簡あ水道 との事業統

合によっ て、 平成２９年度は大きく 増加 していますが、それ鈔、降は減収傾［白］に転じています。

鬼北Ｆは、愛媛県内における水道事業の中で も２番目 に商い水道料金である こと や、 高齢

者の割合が県肖１で５番目 に多いという現状かお ります。 そのため、料金改定による給水収益

の増収が難し く、 将来的に厳しい経営状態になる こと がを念されます。

給水収益の実績ａび予測

ｌｉ　　目

水

前年た（‰）

前年よヒ （％）

項　　目

実績　　　　　　　　　　　　　　 えｉとみ　 予屬
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鬼北 日ＩＴ水 道事 業経 営戦略

（２）施設の耐震性Ｒび老朽化

①加ｉ設の耐震性

令和ニ元年度末時点におけ る上水道施設の耐震化率は、下鍵ＬＵ簡易水道事業と 事業統合し

たこ とで、事業統合前に」允べｉａ水漉‾ｋびぶ幹管路の耐震化率が低下しています。

ｒ南海ト ラフを震』が今後３０年な Ｆ’９に発生する確率は、 ７０～８０％ と言われているこ とか

ら、 巨大ｊｌ震に備えて施設の耐震化を図る こと が急務と なっていますが、 財政的に厳しく

施設のｉ耐震化がまんでいないのが現状です。

平成２７年度に圭要な浄水場及び祉水漉の耐震診断調査を実施 しており 、そのなかでＸ耐震

補強の必要性を確認し、耐震補強の優先順位を決定しています。今後も、防災・ 安を濕策

の観点か ら施設の地震によ る被害を最小限に とど める ため、基幹施Ｒの耐震化を推進 して

いく こと が重要な課題 とな って いま す。

上水道施設の耐震化率

令和ｊｉ年度末現在

項　 目　　　　　全国平均　　　　愛媛ＭＩＩＺ均　　　　鬼北町　　　　　　　　　　　　　　備考
浄水場　　　　　　　　　 ３２ ．６％　　　　 ５８．８％　　　　　 ０．０％ 事業統合前０．０Ｓ

配水池　　　　　　　　　 ５８ ．６％　　　　　 ６４．７％　　　　　 ３０ ．２％事業統合前 ３４．５％

基幹管路　　　　　　　　 ４０ ．９９６　　　　　 ３２ ．６％　　　　　 ２２ ．２％事業統合前 ２６．５％

※耐震性能を満足 しているｉｌ水池は、 大Ｓａａ水Ｓ （Ｖ＝６２２ｍ３）ａび奈良配水ｔ （Ｖ＝１ ，３２０ｍ３）です。

②施Ｒのき朽化

圭Ｓな浄水場八びＲ水漉等の施霤、は、 供用開始から２０～３０年近く 経過 しており 、鋼板製

の浄水機器や重犯Ｌ計数ＲＳ（水質計測機器 ・テ レメ ータ 計数盤・ 電線管・ 電線等） の＝ｔ朽

化かま展 していま す。 また 、コ ンク リー ト構造物 に関 して は、 大き な劣化現象は見られな

いも のの、ｔ朽化に起ほｌする事故の防止や水道水を安定供給する ために、 施設を良好な状

態に保つ取り 組みが必要と 考え られます。なお、 令加元年度末時点における管路の総延長

は約２３５ｋｍと なっ てお り、 ま定耐１モｊ年数 （４０年）を経過 している管路はあ りませんが、 令加

２年度には４．６２％まで管路経年化串が上昇しています。

○有形・定資産減価償却率 （％）： 有形固定資産減価償却累計額÷有形固定資産のうち償却対象資まの帳簿
原価Ｘへ００

【概要】 有形固定資まのう ち償却対象資ｔの減イ戛償却がどの程度をんでいるかを表すち卷です。 数値が１００％

に近いほ ど、 保有資ｔが羝定耐万丿年数にそづいてい るこ とを示しています。
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【分析結．Ｒ】

数値は上昇傾『白』で推移 しており 、を

国攷、び類似回体の平お値をＳえてい

ます。今後も資産の経年によって数値

の上昇がち念 され るた め、 計画自刎こ施

ほをぞ新 して数値の上昇をねえ る必

要があり ます。

鬼北Ｆ

－〇一一類似団体 （平均値）
マ
優位方［ｊｉ］



鬼北 町水 道事 業経 営戦略

○管路経年化率（％） ：Ｓ定耐用年まを経ａした管路延ｌｌ÷管路延ｊｌｘ １００

【概要】 羝定耐Ｊ≡日年数を加えた管麑延をのきり台を表すち聡で、管かのきわ化度合いを示してします。 数値が

商い場合は、 法定耐用年数を経過した管｀洗を多くイ来有しており　更新等の必要性を推測する ことができます。
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【黛折詰Ｊｒ；】

を国八び類似回体では、数値が増加

傾［白］ で推移していますが、 本ぢはＯ％

とな っていま す。 しか し、 令手口２年度

には、４．６２％へ上昇してお り、 管路事

故等のｇ圭リ スク を軽減するた め、適

りＪ にでＥ新していく 必要があ ります。

鬼が 」゛

－ｏ一類似回・（平均値） 優位方［白］

○管路１１新韋（Ｓ） ：当該年度に１１新したＷＳ・長÷管ＳＩＲＸ１ ００

【概要】 も盜年度に戛。新 した管Ｍ延長の客丿合を表す指卷で、管麑のだ新ペースをを握する ことができます。

管Ｓ経年化串の状疣も踏まえ、 せ路の叉新ペースを牛ｌｊ９するこ とが重要とな ります。
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【哘析結ＪＲ】

管路の更新ペース は、 類似回体の平

均値を下回っ ています。そのため、老

朽管更新によ る事故率の低減、 ま幹管

路の耐震化を円滑に進めるためにも、

管路の更新ペース を上げて、計両的に

ｙ新する必要があ ります。

鬼北り‘

－ｏ一類似団 イ似手や値） 優位方自

③加ｉＲの維１をＸび餡Ｆ繕

平成３０年１２Ｊミｊ の水道法一部改正で、 水道施ａの長寿命化を回り 、鼈備費用を抑制すると

ともに、 長期的な更新需要の把握に必要な施なのＲを性を確認する観点から、水道施設の
Ｓ

点検を含む維持・ 修繕が義務付けられていま す。 そのため 、概ね５年に １回以上の適９。］な頻

度で、コ ンク リー ト構ぬ物 （水槽奪俶物）の觚検を実施する必Ｓが あり ます。

大藤浄水Ｓ（急速ろａ池） 近永浄水場（緩速ろ過ｔ）

４

が

大藤配水ｔ（ＰＣ）



鬼１じＲＩ水 Ｓ事 業ｇ 回戦Ｓ

（３）経営状況

総務省がぬ表している令加元年度の 『経営Ｊニヒ較分析表』］ をきＪＩ し、 類似回体 （区分Ａ８給

水人 口５千人以上１万人未満の水道事業）と ｔヒ較す るこ とで、経営のせ全性‾ｋび効串化につ

いて分析します。 藍年は、 ぶ見統合簡易水道施設整備事業で借り入れした企業債の返済が

進んだこ とや事業統合によ って給水效益が増加してお り、 経営的に安定 していま す。 その

ため、経常収支１＝ヒ率・ を業債Ｒ高対給水鼈益Ｊ：ヒ率 ・料金回収率の教祖も高く 、一般会計か

らの繰入金についても基準Ｆタ９に抑えてお り、 健全な経営状態と なっ ています。

しか し、 将来白そＪには給水人 口‾瓦び有取水ｔの減少に伴う 給水鼈益の減収等の影響によっ

て、 非常に厳しい経営状態にな るこ とが予測 されます。

施鼈の遊休状態や適ｊＥ規模を判断する ための目 安と なる施鼈利用率は、を国八び類似回

体に瓦べて効率的にＸ用できて いますが、水需‾ｉ跿の減争に伴っ て低下傾｜句で推移していま

す。 また、有效率は類似団体の平均値：に」尤べ、１０％程度低い数値で推移していましたが、

漏水調をによ って数値が大きぐ改善 されたこ とで、経営の夕力率４生が ［；ｉ］ 上しています。

○経常収支ｔヒ率 （％）： 経常 １１又益子経常費Ｆ目 Ｘ１ ００

【ａＳ】 ね水ぼむや一般会計か らの竈入金等のなａで、ＳＩキＷミ■やま払５ｆｌ』 、Ｂ等のＩＪ１１ をどのａま賄えてい
るか を表す指標です。 数値が１ ００％未満の ｊｉ合、 単年度のな支が赤字で ある こと を示 して いま す。
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【黛析結果】

平成２９年度の下鍵ロ』簡易水道事業の

事業崔合によ り、 料包鼈入が増加して

います。 また、支払利急が年が滅夕し

ているこ とで、経営状態は安定 してい

ます。

鬼北り

－Ｏ一類な回仏（平ね値） 優位方鸚

ＯＳ稿欠損・化率 （％）： ■年度末Ｓ１１欠損金そー （営業収ａ一回託工事ｊｌ又益）Ｘ１００

【ａＷ】 営業収ａにがする果積大損４（■業き・によ り生じた損央で、 複数年度にわたって累積した損失の

こと ）の状況 を表すｔＲ標 で、 ｏ％ であ るこ とが求め られ ます。
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【分析結果】

類似回体において は、 累積大損をが

発生 している事業体が見られます。し

かし、本別では、 累積欠損まは戛生し

ていません。 今後も発生しないように

健全な事業経営を目指します。

鬼北Ｆ

－ｏ一一類似団体（平ね値） 優位方向



・社 日！Ｉ水 心事 業ｇ き戦Ｓ

○流動ｌｔ率 （％）： 流動貴鹿子流動負債Ｘ １００

【概黶】 短期蝎な債務に対するま：払お力を表すｍｇで、 １年なｐりに支払 うべき債務にがして支払う こと がで

きる現金等がある状恍を示す１００Ｚな上である こと が必要です。
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鬼北ＲＩ‘

類似回体
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【黛析お果】

万年は、 １００％ を下回る数値で推移

しており 、類似団体を大き く下回って

いま す。 そのため、内部留保資金を確

保して支払能力を高めるこ とに より、

将来のｙ新香要に備える必要かおり

ます。

鬼北り

－Ｏ一類似団 体（平均値） 優位力［白］

○企業債残高対給水収益比率（％） ：企業債現在高合き十÷給水収益Ｘ ＩＯＯ

【概ｇ】 を業債残高の規模を表す指・で扇確なあ準はあり ませんが、ｔ朽化施Ｒのだ新幤要を踏ま え投資規

模や料金水準のバランスを考慮 して牛Ｕ斷する必Ｗか おり ます。
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５６６， ６５

Ｒ０１
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【黛析結果】

企業債残高は、年が派夕しているも

のの、数値は類似回体を大きく 上回っ

ています。しかし、今後１０年間で企業

債残高が鴉ルする こと から、数値が大

きく 改善されるｎ自しです。

鬼牝黙

－Ｏ一類似回 体（平ね値） 優位方向

○料き回 １１又率 （９６） ：ｇＳ単価ぞ給水・・ Ｘ１ ００

【概要】 給水 にイ豕る 費用 がど のを度給水ｑ又さで憮えて いる かを縦した指標で、翦金目效率が１ ００‰を 下回っ

ていれば給水１１又益ひ夕ｔ・の収入で賄っ てい るこ とになる ため、１００‰り、上であ るこ とが望ま しい。
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【分析覬果】

万年は、 支払利息の減争に よっ て、

数値が上昇傾Ｍで推移 して おり、

１００％を大きく 超えています。しか

し、 今後は有Ｕ又水量の減夕に伴って給

水収益が減収するため、数値が低下し

ていく見通しですｏ

鬼北回丁

－ｏ一類似団体（平均値）

Ｏ
優位方『嶌



鬼北 ＩＪ 水Ｘ 事業 ｇ営 戦Ｅ

Ｏ給水原価（ＦＳ）： （ｇ■・ｊｌ－（Ｓａ工Ｓ・十ねＳａび不Ｓ品売却Ｓ・十・帯事業費） －ＲＳＳｉｔ戻入）
子年回総有収水

【ａＷ】 あ‘ぽ水き１ｍ３ あた りについて、 どれだけの費丿目がかかっているかを表す社？ａであ り、 ａ年１；ヒ４縦や類

似回体と のＪニヒ較に より ４犬況を把握 ・分析し 、適切な数値 とな って いる かやＪｌｉす る必きが あり ます。
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【分析結果】

類似回４を上回っていた数値は、を

業債の支払利息が年力 減夕 している

こと で、 大き く殱善さ れています。し

かし、今後は有ＩＩ又水ｔの減夕に より、

数値が上昇傾か。］に転じるこ とが予測

されます。

鬼北Ｆ

－〇・一類似団４（享均値）

弓
優位方［白］

○施ａｌＪＪＥ目率（％） ：一 日ｌｚｔ自Ｅ水　 キー 日Ｅ水能力Ｘ １００

【概要】 崔数の利用状Ｒや適：Ｅ規模を努朏する指標で明確な４準はあ りませんが、 一皆蝎には商い数値であ

るこ とが 望ま れま す。 数値が低い場合に は、 施Ｒが遊休状態に なっ てい るｙｒ・性が 高く なり ます。
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【价析結果】

類似回体の平均値 より 高い数値で

推移 していますが 、水需Ｒの減少に伴

って低下傾向を示 していますｏ そのた

め、 将来的には施設能力を水需要に応

じた規模に適了Ｅ イヒ し、 数値の改善を回

るこ とが必要になると考え られます。

鬼わｆＴ

－ｏ一類似回 零（平や値） 優位方向

○有ぶ率 （％）： 年間総有ほ水　 そ一年間総配水ＳＸ１ ００

【概ダ】 施鼈の稼イ戛が句こをにつながっている かを判ｔする鶚卷で、 数値が低い４合は漏水やメ ータ一万感等
などの原因が考え られ るこ とか ら、 その対策 をほ じる必ぎがあ りま す。
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【分析結果】

平成３０年度に慢性化 していた漏水

筒所の調まを実施 した こと によ り、数

値が大き く改善されています。 しか

し、 数値が類似回体の平ね値を素干下

回っているため、 ５１ き続き有Ｕ又率のほ

善に努める必要があり ます。

鬼北Ｆ

－Ｏ一類似回 体（平や値）

合
優位方［お］



４　財政計画

鬼北 ＥＢＪ水 ・事 業ｇ 営戰Ｒ

（へこ） 投資計Ｓ

①圭Ｓ事業の概Ｓ

主要事業は、 昭和５０年代に布設された近永 ・愛治丿吏区のＥ水管、西野が ・生 口ヨ ・大宿・

清水地【ＸのＪｉ幹管路（導水管・ を水管） 、こ れら の悵定耐Ｊ１年数を迎える管路を中心にき朽

管を叉新するものです。また、 き朽４ヒがｊ；展 しているミ気お装鼈備や薬砿ラ皀人霤、備の‾壑、新、

水道法改正で義務付け られたコ ンク リー ト構造物の点検調査も着手する計画です。

これ らの事業を実施す るこ とに より 、有収率 ・管路の耐震性・ 施Ｒの維持管‾９をや長寿

命化等の［ｆｉ］上を図り ます。なお、 具体的な 目標としては、り｜き続き前回の経営戦Ｒａで目標

としていた有収率を令和１３年度に８１．１ ％ま で向上させる取り 祖みを継続していきます。

事業名

鬼北 町上 水道 施設整備事業

ａ野 ノマ 、ま 田地 Ｚ基幹管 路緊急改善事業

大も、清水地 ぼ基 幹管路緊急改苦事業

Ｒ４

経営 戦略 計画 期間

Ｒ５　　 Ｒ６　　 Ｒ７　　 Ｒ８　　 Ｒｇ　　 Ｒ１ ０　 Ｒ１ １　　 Ｒ１ ２　　 Ｒ１３

鬼北町上水道施設電気計装設備・新事Ｍ　　 ＩＭれＲＲ釿

鬼北町上水道施設点検評価作成委託業務　　１７ 構造ｅ

点検

②投資１２え夕１ヽの経費

水道事業を経営していく中で投資Ｕ弗に心憂となる経費の うち、職員給与費 ・ま繕費・

自力費に回する考え方は、 次の とお りです。

○職員給与費

多夕の変動はある もののほぼ横ばいで推移してお り、 これまでの水道氛職員の宣。員佩滅

や氛長鶩の併任制導入等を踏ま える と、 職員給与の大幅な髱滅は難 しい と考 えられま す。

そのため、過去５年間の平均値を基準と して毎年 ０． ５％程度の上昇を見ｊきんでいます。

○修繕費

地方ぬ営を業法施行規則に定め られた耐Ｊ１年数内において、 固定鵞えが本来の機能を維

持するた めに必をな経費であり 、過ま５ 年間の平均値を‾）ｋに一定の金額を計上しています。

Ｏｌｌ力費

過大 ５年間の平ｊむ値を基に一定の金額を計上していますが、 将来的には水需要に応 じて

ポンプ設備のスペ ック ダウ ンを 回る とと もに、大藤水源加 と大藤浄水場の契約電力を高圧

受電から低だ受電ヘリＪり 替え るこ とで、ｔ力費を削減で きる 見ａ しです。

８
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（２ミ） 財源計Ｓ

①財源計画の 目標

平成２９年度の事業統合によって一時的に給水収益は増加 しま したが、 今後は減収傾［ぢ］で

推移する縦しい経営状瓦の中、 計舊蝎に事業を実施していくぬ要かおり ます。

そのため、料を収入・ を業績・ 繰入金・ 国庫補助を・ 補填財顋、（損益勘定留保賢台 ・ｔ

設改良積な金 ・減債積立金 ・利益剰余金）等の隕られた財源を活只１するこ とで、投資計画

に心憂と なる事業費を捻ｍ しています。

財源計画における 目標 として収益的収支計算は、 純利益を確保し累積欠損金が発生しな

い状態を維持する とと もに、資本的収支計算では一般会牡から の‾羝準内繰入をやを業績を

恬用 しながら、内部留保賢台を確保して支払能力を高める牡灰としています。

②各財源の考え方

圭な財源の積算方法については、次のと おり です。

○料金：ＩＲ入

ぞ新財ｔを確保するために、水道料をを改定し増ぼを鴇る ｊｊ法も あり ますが、 愛媛県ｌ大ｊ

で２番目 に高い水道料をＲ定である こと 、高齢化率が年が 上昇 しており 高齢者への負疸増に

つながる こと を考慮し、肖Ｓは水道料金を改定しない計画 としています。

○を業債

現在借人中の企業績残高は約１９他Ｐニ］程度ですが、今後１０年間で大き く減争する見そしで

あり 、世代間負担のぬ平性にＥ直した適ｍな充当、率で企業績を利Ｊ≡目するこ とで、を業績の

借入額（令和１３年度の借入残高約１２他日）を抑制する牡画としています。

○繰入を

これまで一般会計が負羝すべき経費 （惠火栓等に要する経費・Ｗ霤、改良に要する経費等）

については、 ‾）ｋ準ｌ大Ｉ繰入を行っています。そのため、 今後もり｜き続き一般会計からの基準

Ｆタ９繰入を有効に活丿目する 計画 としてい ます。

○国庫補助金

予定している事業のう ち国庫補助事業のメニューに該肖するものは、国庫補助金の交付

を受ける計画としています。

○補填則‘Ｓ

資本的效入額が資本的支出額に４しフド万とする場合、損益勘定留保資金・ ＭＩＲ改良積立金・

減債積立金に より 補填 し、 それでも不篦。す る場合は繰崔利益剰余金を補填する計画 として

います。 また、施設のｔ朽化による更新需要の増加を考慮 し、 を業債の適ｉＥな充肖率を維

持するこ とや更新財源の資を不竝二を防 ぐた め、 内部留保資金を確保する計画と しています。

９
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（３：〉 収益的収支計算書

令和１３年度までの収益的収支に関する見通しは、次のとおり です。
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５
６

３

Ｏ
　

Ｏ
　
Ｏ

Ｏ
　

Ｏ
　
６

に
こ

つ
　
こ

ぶ
　
　
　
　
こ

へ０，０００

１０，０００

５，７００

２０２４年

名禾Ｄ６年度

８５，８０８

５６，９４４

５０，０００

１１ ，９６０

２７，９０９

７６ 、８０３

１１

鬼北 ｍＪ 水道 事業 経営 戦略

２０２６年

忿和８年度

２３６，７４６

２３６，４２０

○

３２６

１２７，８３４

７，５００

７，５００

Ｏ

１２０，３３４

０

３６４，５８０

２８７，７９２

１７，０７１

９，２７７

○

７．７９４

５５，５２５

１９，９３５

１０，５１９

４５０

２４，６２１

２１ へ，５２３

３，６７３

１８，３６４

１７，６４６

７１８

Ｏ
　

０
　

０
　
　
　
　
　

０
　

０
０

０
　

０
　

６
　
　
　
　
　

０
　

０
　
０

年
度

心
β

２
　
　
　

年
ま

β
洵
７

豐
一

心
に

。
　
　

匹
一
一
一

ｍ
一
一
一
。

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

０
　

０
　

０
　
　
　
　
　

０
　

０
　
０

０
　

０
　

６
　
　
　
　
　

０
　

０
　
０

手
工
　
手
ご

２
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　

２
令

２０２５年

令和７年度

６４，８４３

５９，２２４

５０，０００

１１ ，９６０

３０，２６０

５５，７６７

２０２６年

令和８年度

４３，８０７

５８，４２４

５０，０００

ヘヘ，９６０

４，０８８

６０、へ０３

２０２７年

名和９年度

２３３，２６７

２３２．９４１

０

３２６

１１ ０，５４７

６，０００

６，０００

０

へ０４．５４７

０

３４３，８１４

２８４，８５３

１７，１ ５６

９，３２３

０

７．８３３

５５，５２５

１９．９３５

１０，５１９

４５０

２４，６２１

２０８，４９９

３，６７３

１４，８７０

１４，１ ５２

７１８

０
　

０
　

０
　
　
　
　
　

０
　

０
　
０

０
　

０
　

６
　
　
　
　
　

０
　

０
　
０

０
　

０
　

２
　
　
　
　
　

０
　

０
　
７

年
度
　

”
’
　
　

年
度
　

”
’

回
宍

一
一

一
一
一
一

。
　
　

一
一

一
匹

ｍ
ｍ
。

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

２０２７年

そ５和９年度

４８，１ ４３

４４，０９１

４０，０００

１１ ，９６０

○

６４，１ ９４

（単 位： 于円丿稠 抜き

２０２８年

唱和１０年度

２２９，８８６

２２９，５６０

０

６
９

０
０

２
３

０
０

３
９

０
０

ｌ
　

ｌ
　
ｌ

５
４
４

８

０

８１ ，９３９

０

３１ ５，８２５

２８５，４５０

１７，２４２

９，３７０

Ｏ

７．８７２

５５，５２５

１９，９３５

１０，５１９

４５０

２４，６２１

２０９，０１０

３，６７３

１１ ，８７６

１１ ，１ ５８

７１８

２９７，３２６

１８，４９９

０
０

０

１８，４９９

６０，７３３

２０２８年

令手０１ ０年度

１０，０００

１０，０００

６，２６０

２０２８年

令和１０年度

Ｏ
　
Ｏ

５，７００

２０２８年

名和へ０年度

５２，２３４

１８，４９９

へ０，０００

１１ ，９６０

○

７２，６９３

金
金

し匈－〈Ｂ〉

年

立
分

４
Ｓ

金
金

年

年

度　 末　残

ａ
’
６

度　　 禾　　賎

年　　　　度

益　 刺　 余　 金　①

ｇ　　　 む　　　②

さ　 台　 の　 ｌｉ　 ｔＬ　Ｍ③

金の 年度 末残 高④

台　 の　 む　 Ｓ　 Ｓ　⑤

②－　③・ ④－　⑥）



投

収

益

的

区

収
　
　

益
　
　

ａ
　
　

収
　
　
入

収

益

収　的

支

ｇ
特

特
心
＝

喙

累

支

出

経
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年

分
営１ 業

工
　
　

Ｓ
　
　

他
そ

託

料
受

そ
　
　
袙

営

ｙ
Ｉ

Ｉ
　
　
Ｉ

い
ロ

旧
　
　
ｎ

２

期長
そ

Ｉ
Ｉ
Ｑ
Ｇ

営

（１）職

（２）経

減
資
　
　

支
そ

営

Ｓ
Ｗ
　

ｍ
図

Ｉ

２

常

別

別

別

年度 純利

損

淀

収

金

事

益

収Ｕ

の

外

収

補
補
金

助
計

他
受
の

会
の

前

業

員

基
退
そ

動
修

り
そ

函

ｔ

業

植

利

損

益

給

臓

償
減

払

外

の

（Ｃ）

益

失

費

本
給
の

力
結

Ｒ
の

利

（Ｄ）

ｎ－（Ｇ

（又 は純 損宍）

収

与

却
耗
費

度

Ｗ

入

Ｂ）

他
Ｒ

金
心
ｍ
心

ｍ
入

ａ
　

Ｉ
Ｓ

゛
Ｓ

９
６

Ｗ
Ｒ

Ｓ
自

６
自

費
ｇ

息
６

Ｃ

助
助

戻
　
　
　
　
　
　
　
　
付

Ｅ）ベトｊ

越　 Ｓ』 益　 剰　 余　 金　 又　 は　 累　 積　 欠　 損　金

積宍 損金 ｔし 率（

【ほ設改良積立金】

Ｓ
建
建

Ｅ
ａ

ａ
Ｒ

分

改　　良

改　　良

改　 良　積

【減債積立金】

Ｅ

減
　

Ｓ
　
減

債
價

庸 積

分

立
立
金立

磧
ｇ

【利益剰余金の推移】

過
当
　

建
建
繰

利

Ｅ
年 度

年

設　 改　艮

設改良

趙　利

Ｒ　 剰　余

越

Ｓ
綢

度

減

益

金

減

債

刺

（

Ｘ１ ００　う

積
処

度
　
　

立
分

度

口
分

年

價

積

余

①

Ｓ

立

金
○

度
　
　
き

余

益

積　 立　額

旧
ｎ

Ｇ
Ｈ
　
ｍ

Ｍ
ｇ
Ｓ

頤
額
一
局

の
Ｏ
Ｏ

禾ｉｉ　 Ｓ④

Ｓ
ｇ

額　⑤

⑤）

２０２９年

令和１１ 年度

２２６，５０６

２２６， へ８０

０

３２６

８７，３ １３

３，０００

３，０００

０

８４，３１３

０

３１ ３，８１９

２８５，８７２

１７，３２８

９，４１７

○

７．９１１

５５，５２５

１９，９３５

１０，５１９

４５０

２４，６２１

８、９２０

７１８

２９５，５１０

９
０

０
０

９
２

０
　
　
　
　
　

０
４

３
　
　
　
　
　

３
０

１
　
　
　
　
　
　

９
　
１

８
　
　
　
　
　

８
９

１
　
　
　
　
　

１
　
６

２０２９年

令和 １１ 年度

へ０，０００

へ０，０００

６、２６０

２０２９年

令享口１ １年度

○
　
○

５，７００

２０２９年

令和１１ 年度

６０，７３３

１８，３０９

１０，０００

１１ ，９６０

○

８１ ，００２

１２

２０３０年

令和１２年度

２２２，９２７

２２２．６０１

０

３２６

７５，７５５

２，０００

２．０００

○

７３，７５５

０

２９８，６８２

２８５，０７３

１７，４１５

９，４６４

０

７、９５１

５５，５２５

１９，９３５

１０，５１９

４５０

２４，６２１

２０８，４６０

３，６７３

７，８５１

７，１３３

７１８

２９２，９２４

５，７５８

○
○
○

５，７５８

７４、８００

２０３０年

令和１２年度

○

○

６，２６０

２０３０年

令和１２年度

０
　
０

５，７００

２０３０年

令和１２年度

６９，０４２

５，７５８

０

１１ ，９６０

０

８６，７６０

鬼北 日Ｕ 水道 事業 経営 戦略

２０３４年

令和１３年度

２２０，０４４

２１ ９，７１８

Ｏ

３２６

７５，４７８

２，０００

２，０００

０

７３，４７８

０

２９５，５２２

２８６，へ８２

１７，５０２

９，５１へ

０

了． ９９１

５５，５２５

１９，９３５

へ０，５１９

４５０

２４，６２１

２０９，４８２

３，６７３

６，８１０

６，０９２

７１８

２９２，９９２

２，５３０

０
０

○

２，５３０

７７，３３０

２０３１年

令和１３年度

○
　
○

６，２６０

２０３１年

名和１３年度

０
　
０

５，７００

２０３１年

令和１３年度

７４，８００

２，５３０

０

１１ ，９６０

○

８９，２９０

（単位 千ＦＸヨ）

Ｓ号

備考

備考

鼬き

税抜き

｛両 －Ｂ｝

年
　
　

金
金

年

立
立
金

ａ
’

Ｓ
な

き
金

年

ｇ　 末　残

磧
処

度　　 末　　残

年

剩

利

益ｇ
純

立　 金　の

金の年

の

③

ｇ
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（４）資本的収支計算書

令和１３年度までの資本的収支に関する見五回しは、 次の とお りです。

ぼ き涵‘

賚

資

本

本　的

Ｅ

２。

３．

４．

５．

６．

企

う

他

他

ｔｔｇ

他

国

Ｓ

ち

的
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年

責

収

支

会
　

台
　

台
　
ａ

都

資
　
Ｓ
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エ

ー
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７
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資
　

本
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ち
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う
　

２
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Ｌ
　
　

乙
　
ａ
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他

そ

出
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４
　

ａ
　
Ｍ
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池
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ａ
　
き
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５
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一

匹 計
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本
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‘
ｒ
　
Ｆ

府

産

計

り
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｛責
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へ

業

贊 平

Ｓ
　

裼
　

Ｓ
　
き
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負
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度

化

債

債
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他
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入
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日
一

却
　
１
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Ｓ
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湊

Ｗ
　

ａ
　
ａ

価
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の

良
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Ｓ
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支　出

支ａｊＳ にｌｉ足 する 額Ｄ｝－ （Ｃ）

回

（Ｂ）

（Ｃ）

贊
　

・
｀
　

金
　

ａ
　

き
　
ｇ

□
　
ｅ

損　 ａ　 勘　 ２　 留　 保　 資　金

禾Ｕ 益剰 余ｉｌＭ ｇａ （積 立分）

ａ
　

繰
　
そ

【補填財源の推移】

利
　
損

Ｅ
む

益　　勘

ｇ　 利　 益　 剩　 余　 金　 Ｓ　 分　額

Ｍ　　 工　　 Ｓ　　 賀　　金

の　　　　　　　他

翌年 度繰越

○他会計繰入金

回

収　 ａ　 きり　収

ほ

借

Ｓ

゛
　
ｆ

入

Ｓ

Ｓ
Ｓ
　
定

き

ａ

保

年

額

Ｍ

（Ｆ）

（日 －（ Ｆ）

高（ａ

高《Ｈ）

Ｓ

金

資　　金

部留　９資 金（

む

が

ち
　
ち

う
　
う

分
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５
　
５

う
　
う

年
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５
　
　

内
　
５

準
　

準
　
　

準
　
凖

る
　

る
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ａ

ａ
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の
　
○
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入

締
　
ほ
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き

入
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締
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ＳＳＳ２５ＣＳａｙＵ２Ｓ）

加４年度

（決 算）

○
　

○
　

○
　

○
　

Ｏ
　

Ｏ
　

Ｏ
　

Ｏ
　

２
　

０
　

２
　

０
　

２
　

６
　

８
　

７
　

０
　

０
　

０
　

３
　

１
　

１
　

０
　

０
　

０
　

０
　

１
　

０
　
０

０
　
　
　
　
　
　

０
　
　

５
　
　

０
　
　

５
　
　

５
　

６
　

９
　

０
　
　
　
　
　
　

７
　

２
　

２
　

０
　
　
　
　
　
　
２

１
　
　
　
　
　
　

０
　
　

２
　
　

９
　
　

２
　
　

２
　

４
　

２
　

２
　
　
　
　
　
　

６
　

４
　

４
　

０
　
　
　
　
　
　
４

ｌ
　
　
　
　
　
　

ｌ
　
　
　

ｌ
　
　
　
　
　
　

ｔ
　
　
　

ｌ
　

ｌ
　

１
　

１
　
　
　
　
　
　

１
　

ｐ
　

ｌ
　

Ｓ
　
　
　
　
　
　
Ｉ

２
　
　
　
　
　
　

０
　
　

２
　
　
　
　
　
　

５
　
　

５
　

５
　

１
　

３
　
　
　
　
　
　

８
　

３
　

３
　

０
　
　
　
　
　
　
３

１
　
　
　

゛
　

８
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
　
　

９
　

４
　

１
　

１
　
　
　
　
　
　

５
　

６
　

０
　

６
　
　
　
　
　
　
６

２
　
　
　
　
　
　

２
　

１
　

１
　
　
　
　
　
　
　
１

へ，９８６，７６７

舶な年ま

（１Ｒ算）

１１ １．６９６

○

１１ １，６９６

前な 年度

○
　

○
　

０
　

０
　

０
　

０
　
０

０
　

０
　
　

０
　

０
　
　
０

５
　

０
　

０
　
　

０
　

０
　
　
０

－
　

１
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５　今後の取組方針

鬼北 日ＩＩ水 道事 業経 営戦略

（｜ ）投資の合理化

①施設・ ａ備のダウンサイ ジング

人口減夕による水雲要の減少に伴って、 施設利加率（令加元年度６１． ５１％） が低下傾自］で

推移しており 、将来的に水雲要にえ合った施設規模・ 能力に合わせていくこ とが２ま しい

と考えられます。 また、一つの給水区域内に複数の浄水場や髱水池が点在する場合、 施鼈

の統廃合によ り施設規模の適ｊＥ化を筑るこ とで投資額を抑制でき るケース も考えられます。

そのため、施鼈の奈裕度や安を｜生を考慮した施ほ規模のＢ直 し、 施鼈の統廃合や休止、

水道シス テムを体の翦構築を回 り、 施設のダ ウンサイ ジングをまめ ます。

②性能のスペックダウン

水道施鼈が更新時期を吾えた場合には、 単に既存施ａと回じ性能のものを更新するので

はな く、 将来の水需要を踏まえた４生能で更新します。具体的には、送水ポンプ等のポンプ

吐ｉｔ力 を水需要に応 じて見直すこ とで、１１新費ＪＩや自力費の削減につなが りま す。 この

ほかにもｔ新管路の口径を水ミ計算によ り見直すこと で、 口径減と なり コス ト縮減を図れ

るこ とから、 水道施鼈の更き段階で匪能のスペックダウンについて検討します。

（２　施設の適９な、持管理

①コ ンク リー ト構造物の点検評俑ｉ

令和４年度から、 コンクリ ート構造物（水槽構造物） を定期的に実施する計画と しており、

コンクリ ート表面を目視によって点検し、施鼈の長呉命化やき朽化等に起因する‾賂攷の防

止を図り 、将来にわたって水道水の安定供給に取 り組みます。

②水道施ａ台帳の有効き用

水道施鼈 （構造物 ・管路） の位き・ 橋台 ・竣工年度などの苓縦情報を、 ｗｅｂ管路管ミシステ

ム等を用いて整備しています。 これらの水道施設台帳に記載している情報を有効垢篦するこ

とで、水道施設の適切な維持管ま・ Ｔ戛：新を目 指し ます。

（３）効率的な事業遷宮

①アセッ トマネジメン トの推進

水道施鼈のき朽化かま展してお り、 中長期的な視点にをつて計画的に資ｔを更新するこ

とが求め られています。こ れま で厚生労働省が提供してい る簡易支援ツールを八］いて、ア

セッ トマネジメン トの実践に取り祖んでいます。 しかし、 施設の資産情報が細分化できて

おらず、 各施鼈における設備等の‾ｔ新毀期が現実と乖離しているものが多く、 アセ ットマ

ネジメン トの精度を向上させる必要があります。 そのため、固定資産台帳の資産情報を反

映さ せる などの対応策 を講 じ、 各施設におけ る設備等の適切な更新時期 を設定し、ｍ確な

ぞ新需をを把握するこ とで、アセッ トマネジメン トの精度［；ｉ］上に取り組みます。
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②漏水が策

漏水筒策 として、 近永 ・出 目地区の漏水調ま （戸別音聴調査・ 弁栓音聴調査 ・路面

音聴調を等） を実施したこ とに より 、有収率 （Ｒ１実績値７５ ．０２％）が大き く改善さ れま

した が、 類似団体の平均値にＪニヒベ若干低い数値と なっ ています。そのた め、 ｔ朽管の

更新を計画的に実施して有収率の向上に取り組みます。

（４）危機管理対策の強化

①耐震化対策

厚生労働省は、水道施設の耐震化計画を策定 し、 計画的に耐震化をミａめてでき る限 りＪｉ！
・

期に、水道法第５ 条の規定にＪＩづ く施ａ基準への適合を図る こと を求めています。 そのた

め、 水道施設の計画的かつ効率的な耐震化に鸚けて検討を進めます。

②応急が策

南海 トラ フ覽震な どの巨大覽震によ る被害に対し、応急き動を確実 ・ミｉＢ速に行う ために

は、 応急復｜日体制や応急給水体制のを備が必要です。そのた め、 応急活動マニュアルや業

務継統計画（ＢＣＰ） などの策定に向けて検討をまめます。

（５）＿ 人木オの確保 ・肖ａ

ぬＩＥ社団法大日 本水道協会が主催 している様が な講習会や訓練、 各業界団体圭借１の

講習会に若手職員をＲ造して人別‘育成に取り組みます。 また、日４の業務をａじてベ

テラ ン職員が才な手職員に長年培ってきた水道技術を継承でき るよ うに働きかけます。

（６）発展的な広域化の推進

ぬ営を業における経営ＪＩＳの強化、経営効率化の推進、 ｊ七城住民にがするサービス水準

の向上を図る観点から、事業の霍、域化に取 り組むこ とが求め られています。先行事例とし

ては、嵬設や施設管ミの加鐡化 （浄水場や配水池のＪち回整備、お持管‾ミ業務の共同委託）

や管ミの一体化（会社 ・管路情報システムや水質検を機関の氣鶚化）な どが あり ます。今

後も 、水道事業者と検おの場を持ち様が な形の発禁的な広域化について検討します。

（７）Ｒ閧の資金 ・ノ ウハウ活用等の推進

地方行政の効率化 ・活性化の観点か ら、 Ｒ回の資金・ ノウハウ の恬用等が求められてい

ます。そのた め、 官民の人材交流に よる技術面や経営面の レベルア ップ、民愾を業の入鶚

恬川 、水質検ま・ ま設の保守鰥検・ 検針業務などの官民崔携について検討します。

（８）情報公開

これまでホームページや広報誌を利只］ し、 水道に関する情報 （水道莓業経営戦４・ 水安

を計画・ 水質検ま計両 ・水道料金等）を恆関 して きま した。これか らも 、お客様に水道事

業についてごミ解をいただくため、 情報公関に取 り組みます。

１７


